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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

国
鉄
貨
物
輸
送
合
理
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
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五
十
八
年
七
月
二
十
二
日 
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長 
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殿 

 

提 

出 

者 
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垂 
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喜 
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一 

 



 

 
 

従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
致
し
ま
す
。 

二 

ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
、
具
体
的
に
次
の
点
を
質
問
し
ま
す
。 

国
鉄
貨
物
輸
送
の
「
ヤ
ー
ド
系
輸
送
を
全
廃
し
、
直
行
輸
送
方
式
に
転
換
す
る
」
と
い
う
貨
物
大
削
減
計
画
案

は
、
当
該
労
働
組
合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
荷
主
を
は
じ
め
国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
さ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
い
ま
全
国
各
地
で｢
貨
物
合
理
化｣

に
対
応
し
て
意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
対
策
は
緊
急
を
要
す
る
も

の
と
考
え
ま
す
。 

一 

昭
和
五
十
九
年
二
月
の
実
施
を
め
ざ
し
て
い
る
国
鉄
の
計
画
は
、
当
然
荷
主
、
業
界
、
地
方
自
治
体
の
納
得

と
当
該
労
働
組
合
の
同
意
を
得
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
政
府
の
明
確
な
御
回
答
を

得
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

国
鉄
貨
物
輸
送
合
理
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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四 

1 
新
鶴
見
操
作
場
は
、
ど
の
部
門
が
廃
止
さ
れ
、
ど
の
部
門
が
存
続
さ
れ
る
の
か
、
そ
し
て
今
後
の
全
体
像

は
ど
う
な
る
の
か
、
具
体
的
に
明
示
さ
れ
た
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
川
崎
市
の
都
市

計
画
に
協
力
す
る
こ
と
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

2 

東
海
道
貨
物
線
を
飽
和
状
態
に
あ
る
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
解
消
に
活
用
す
る
計
画
が
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で 

 
 
 
 
 

す
が
そ
の
具
体
案
と
、
そ
の
場
合
新
川
崎
駅
は
ど
う
利
用
さ
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。 

3 

武
蔵
野
南
線
の
利
用
が
減
少
す
る
場
合
、
そ
の
活
性
化
の
た
め
貨
客
共
用
と
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す

が
、 

(1) 

そ
れ
は
技
術
的
に
可
能
か
。 

(2) 

国
鉄
は
そ
の
実
現
の
た
め
に
努
力
す
る
用
意
が
あ
る
か
。 

右
質
問
す
る
。 


